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１．2016年3月期業績 
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    決算 通期見込 
2015/11/13付 

差異 

売上高  2,998  3,300  Δ302 

売上総利益  305  300  5 

売上総利益率  10.2%  9.1%  1.1% 

販管費  194  225  31 

営業利益  110  75  35 

営業外損益     Δ72         Δ20    Δ52 

経常利益  38  55  Δ17 

当期純利益  30  30  - 

受注高  4,435  3,300  1,135 

（単位：億円） 

 受注残高： 8,230億円 ◆配当：期末4円（予定） 

 収益性改善・販管費削減により営業利益増。ブラジル持分法適用会社の 
損失計上により経常利益減。純利益は見込通り。受注高は見込より大幅増。 
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ブラジル持分法適用会社TSPIの損失 

 P-74を主とした運営損失： 86億円 

 ヤード減損： 61億円 
(2015年3月期と合わせ全体の7割強減損) 

 

FPSOトップサイドプロジェクト（P-74) 

 客先（ペトロブラス）の方針: P-74完工 

 プロジェクトの進捗： 80％ 

 

２. ブラジル状況 
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2016年3月31日現在 

３. 進行中主要プロジェクト 
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 エジプト  

2013  ポリエチレン 

2012 エチレン 

 ナイジェリア  

2012  肥料 

 インドネシア 

2015 合成ゴム 

2015  都市高速鉄道 

 マレーシア 

2014 エチレンコンプレックス 

 インド  

2015 肥料 

2014 LNG再ガス化 x 2基 
 タイ  

2015 ガス発電SPP x5基 

2014 ガス発電SPP x1基 

 日本 

2015 メガソーラー x1基 

2014 メガソーラー x4基  

 ブラジル 

2013 FPSO トップサイド（P-74 ・MV27） 

2012 ユーティリティ（発電・水処理等） 

 米国 

2015 エチレン 

2014 ポリエチレン 

 カナダ 

2013  オイルサンド 

 ロシア 

2013 製油所近代化  

 トルクメニスタン 

2014  ガス石化コンプレックス 

※表示は受注年度 
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４. 事業環境認識 
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油価低迷による大型上流投資の抑制 

原料安に伴うダウンストリームでの投資期待 

電力等インフラ関連需要の増大 

イラン、中央アジア等での投資期待 

将来の上流開発投資に向けたソフト業務（資源分野等） 

幅広い事業分野を活かし環境変化に対応 
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５. 再建計画2年目(2017年3月期)方針 
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 ブラジルビジネスにおけるリスク管理強化 
 

 メガプロジェクトの遂行管理の徹底 

  （マレーシア・エチレン、米国・エチレン 等） 

 

収益性改善の継続 

  (受注時の粗利益確保、販管費の抑制） 

 

 

 

持続的成長軌道への復帰 
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 ６. 2017年3月期業績見込 
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    通期見込 
再建計画 
2年目目標 

2015/5/13付 
差異 

売上高  4,500  4,900  Δ400 

売上総利益  330  340  Δ10 

売上総利益率  7.3%  6.9%  0.4% 

販管費  205  240  35 

営業利益  125  100  25 

営業外損益     Δ20            10     Δ30 

経常利益  105           110  Δ5 

当期純利益  50  70  Δ20 

受注高  2,500  3,500  Δ1,000 

（単位：億円） 

 配当：期末6円（予定） 
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 ７. 2017年3月期受注目標 

プラント事業 
主にアジア、米国、ロシアCIS、アフリカなどの 
ダウンストリーム案件（石油化学、肥料など） 
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インフラ事業 
国内、アジアなどの発電案件（火力・太陽光など） 

資源エネルギー事業 
中東などでの既存油田の改修・EOR（注）、地下と地上の 
インテグレーションなどのサービス業務 

（注） EOR(Enhanced Oil Recovery)：既存油田の二次回収・三次回収 

受注目標： 2,500 億円 



本資料に記載されている見通しや業績予想などのうち、歴史的事実でないものは現在入手可能
な情報から得た当社の経営陣の判断にもとづき作成しております。実際の業績は、当社の事業
領域を取り巻く国内および海外の経済・金融情勢等、様々な重要な要素により、これら業績見通
しとは異なる結果となりうる事をご承知おきください。 

東洋エンジニアリング株式会社 

URL http://www.toyo-eng.com 

【お問い合わせ】 

〒275-0024 千葉県習志野市茜浜 2-8-1 

広報・IR部長 佐藤研司 

電話 047-454-1681 

E-mail  ir@toyo-eng.com 


